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自分らほんまにゾンビ好きやな
『ゾンビ・ウォー』販売開始

原案ミランダさん？
ギリシア神話の世界で大冒険

波
国
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
事
情

　正体秘匿系の名作と言えば『超人ロック』
ですが、実は『ゾンビ・ウォー』もそれ系。
プレイヤーは政府、軍、企業、ゾンビ、孤
立主義者、テロリストいずれかの勝利条件
を達成するために脳噛（ゾンビ）病が蔓延
する世界で策略をめぐらせます。自分の真
の目的とは別に、政府、軍、企業、ゾンビ
の役割がローテーショ
ンで回ってくるのがミ
ソ。また役割の条件で
はなく、特定エリアを
防衛することでも勝利
できるので、簡単に正
体は割れません。でき
れば4人でプレイして
ください。

　9月、ポーランドで開催された
ウォーゲーム会に参加してきまし
た。そこで聞いたポーランドのウォー
ゲーム事情や
ゲーム会の様
子は『このシ
ミュゲがすご
い！ 2019年
版』でお伝え
したいと思い
ます。

　ギリシア神話の英雄になったクエストに挑
む『ティタン神族の誕生』。実はゲーム原
案はジョセフ・ミランダ氏でした。さすがの
多芸。OSSのSF/ファンタジー作品は本誌
次号で詳しく紹介していきます。
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10歳からの世界戦略
『ミニミニ世界大戦』徹底ガイド

チームプレイなくして勝利なし
行動ステージでできることをマスターすべし！
南進か北進か？ 日本の戦略
日独連携でソ連を撃破
世界戦略が求められるイギリス
サンドバッグ上等で戦え！

『ミニミニ世界大戦』デザイナーズ・ノート
小さな息子ができるウォーゲームがない。
ならば自分でつくってしまおう、と
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ある意味、個人発信動画チャンネルの究極の姿かも…

第1回『トゥパマロ』

Youはどこから日本へ？: イタリア Acies Edizioni
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　「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
見
か
け
た
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
は

ど
う
い
う
ゲ
ー
ム
な
ん
だ
い
？
」
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

し
か
ア
ジ
ア
の
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
事
情
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
マ
ー
に
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
画
面
を
見
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
に
映
し
出
さ

れ
て
い
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
目
か
ら
見
た
ら
曼

荼
羅
に
見
え
な
く
も
な
い
世
界
地
図
。『
迷
你
二
戰
』
の

マ
ッ
プ
だ
っ
た
。

　
今
年
の
一
月
、
鮫
大
人
（
西
新
宿
鮫
）
氏
と
台
湾
を
訪

れ
た
際
、
こ
の
ゲ
ー
ム
の
テ
ス
ト
プ
レ
イ
に
参
加
し
た
。

限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
で
あ
れ
こ
れ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
好
ゲ
ー
ム
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
が
、
抽
象
化
の

度
合
い
が
大
き
い
の
で
、
そ
の
点
を
好
き
に
な
れ
な
い

ウ
ォ
ー
ゲ
ー
マ
ー
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
10
歳

が
ウ
ォ
ー
ロ
ー
ド
に
な
っ
て
世
界
大
戦
を
戦
え
る
の
は
、

こ
の
ゲ
ー
ム
を
措
い
て
他
に
は
な
い
。
そ
う
説
明
し
た
。

　
後
に
彼
は
エ
ッ
セ
ン
で
、『
迷

你
二
戰
』
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
る
。

彼
は
メ
ー
ル
で
「
い
い
ゲ
ー
ム
を
教

え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
エ
キ
サ

イ
テ
ィ
ン
グ
な
ゲ
ー
ム
で
何
回
も
プ

レ
イ
し
た
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

　
抽
象
化
云
々
は
全
く
の
杞
憂
だ
っ

た
。
面
白
い
ゲ
ー
ム
は
面
白
い
と

伝
え
る
だ
け
で
十
分
だ
っ
た
の
だ
、

と
再
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
邦
題
『
ミ

ニ
ミ
ニ
世
界
大
戦
』
を
徹
底
的
に

紹
介
し
た
い
。

本誌第3号で台北ウォーゲーム・クラブ第100回記念イベントをレポートした
際、『ミニミニ世界大戦』のことも取り上げている。「誰でもさくっとプレイで
きるのが特徴」で、10歳以上ならプレイ可能だ
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チームプレイなくして勝利なし
まずはここから : 勝利条件の検証

　
『
ミ
ニ
ミ
ニ
世
界
大
戦（
以
下
Ｍ
Ｗ
Ｗ
）』は
チ
ー

ム
戦
の
ゲ
ー
ム
だ
。ド
イ
ツ
と
日
本
の「
枢
軸
」対
、

イ
ギ
リ
ス
と
ソ
連
の
「
連
合
」
の
二
つ
の
陣
営
で

戦
う
。
後
者
に
は
途
中
で
ア
メ
リ
カ
と
中
国
が
加

わ
る
。
チ
ー
ム
の
メ
ン
ツ
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
は

な
い
。

　
原
則
と
し
て
１
人
が
ド
イ
ツ
、
日
本
、
イ
ギ
リ

ス
＆
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
＆
中
国
の
い
ず
れ
か
１
国

を
受
け
持
つ
が
、
個
々
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
勝
利
す

る
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
陣
営
で
勝
ち
負
け
を

決
め
る
。

　

そ
の
勝
敗
だ
が
、
各
ラ
ウ
ン
ド
（
実
際
の
一

年
に
相
当
）
の
終
了
時
に
陣
営
全
体
で
32
点
以

上
を
得
て
い
れ
ば
勝
利
す
る
（
ア
メ
リ
カ
ま
た

は
中
国
が
参
戦
し
た
ら
、
連
合
国
が
勝
利
す
る

の
に
必
要
な
点
数
は
36
に
な
る
）。
第
７
ラ
ウ
ン

ド
（
１
９
４
５
年
）
が
終
わ
っ
て
両
陣
営
と
も
こ

の
条
件
を
満
た
せ
な
か
っ
た
時
は
、
ゲ
ー
ム
終
了

時
に
よ
り
多
く
得
点
し
て
い
る
陣
営
の
勝
利
と
な

る
。
同
点
な
ら
枢
軸
国
が
勝
利
す
る
が
、
ノ
ル
マ

が
関
係
な
い
分
、
長
期
戦
に
な
れ
ば
連
合
国
が
有

利
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

　
プ
レ
イ
ヤ
ー
単
位
で
の
勝
敗
は
求
め
ら
れ
な
い

が
、
チ
ー
ム
と
し
て
勝
つ
た
め
に
は
個
々
の
役
割

を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
純
計
算
で
16

点
（
連
合
国
な
ら
18
点
）
が
、
１
人
に
求
め
ら
れ

る
得
点
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

日本側からマップを臨む。正方形は陸地、八角形は沿岸陸地、円は島嶼を表している
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得
点
の
源
泉
は
３
つ

　
そ
の
得
点
方
法
だ
が
、（
１
）外
交
、（
２
）支
配
、

（
３
）
科
学
技
術
の
３
つ
の
方
法
が
あ
る
。
順
に

見
て
い
こ
う
。

　
各
ラ
ウ
ン
ド
の
行
動
ス
テ
ー
ジ
（
詳
し
く
は
後

述
）
で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
順
番
に
１
種
類
ず
つ
行

動
し
て
い
く
。
そ
の
う
ち
の
１
つ
が
「
イ
ベ
ン

ト
」
で
、
そ
の
中
に
外
交
が
存
在
す
る
。
自
分
が

使
用
で
き
る
外
交
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
場
に

出
し
、
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
る
点
数
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
た
だ
し
、
対
象
国
に
影
響
す
る
の
は
一
国
だ
け

で
あ
る
。
例
え
ば
左
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
対
す
る
外
交

カ
ー
ド
を
例
に
と
ろ
う
。
先
に
日
本
（
カ
ー
ド
の

縁
が
白
色
）
が
こ
の
カ
ー
ド
を
使
え
ば
、
場
に
出

て
い
る
限
り
日
本
は
３
点
を
得
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
後
で
ア
メ
リ
カ
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
対
す
る

外
交
カ
ー
ド
（
縁
が
緑
色
）
を
出
す
と
、
先
に
置

か
れ
て
い
た
日
本
の
カ
ー
ド
を
取
り
除
く
こ
と
が

で
き
る
。
先
に
出
さ
れ
て
い
た
カ
ー
ド
の
点
数
を

上
回
る
カ
ー
ド
を
出
さ
な
け
れ
ば
自
分
の
カ
ー
ド

も
取
り
除
か
れ
る
が
、
敵
の
得
点
は
妨
害
で
き
る

の
だ
。
逆
に
ア
メ
リ
カ
が
先
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
対
す

る
外
交
カ
ー
ド
を
出
し
て
い
た
場
合
、
日
本
が
得

点
を
上
回
る
外
交
カ
ー
ド
を
出
す
こ
と
で
、
敵
の

外
交
カ
ー
ド
を
除
去
し
て
自
分
の
カ
ー
ド
だ
け
を

残
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
外
交
カ
ー
ド
が
手
元
に
く
る
か
ど
う
か
わ
か
ら

ず
、
し
か
も
妨
害
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

外
交
に
よ
る
得
点
は
臨
時
ボ
ー
ナ
ス
く
ら
い
に
考

え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　
最
も
確
実
な
の
は
支
配
に
よ
る
得
点
で
あ
る
。

星
が
３
つ
あ
る
エ
リ
ア
は
３
点
、２
つ
な
ら
２
点
、

星
が
な
け
れ
ば
１
点
を
得
る
。
例
え
ば
ゲ
ー
ム
開

始
時
に
、
日
本
は
支
配
に
よ
っ
て
７
点
を
得
て
い

る
（
右
ペ
ー
ジ
の
写
真
参
照
。
白
い
エ
リ
ア
が
日

本
の
本
国
エ
リ
ア
で
、
星
の
数
が
得
点
。
星
が
な

い
エ
リ
ア
は
１
点
に
相
当
）。
マ
レ
ー
、
イ
ン
ド

シ
ナ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
を
い
た
だ
い
て
４
点
で

計
11
点
。
こ
こ
で
日
本
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
決
断
を
迫

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
あ
と
４
、５
点
は
欲
し
い

と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
た
め
に
中
国
を
攻
め
る
の
か

（
そ
れ
だ
け
で
は
３
点
し
か
な
い
）、
太
平
洋
へ
向

か
う
の
か
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
東
イ
ン
ド
諸
島
、
ハ

ワ
イ
諸
島
を
占
領
し
て
も
３
点
し
か
な
い
）、
イ

ン
ド
を
目
指
す
の
か
（
タ
イ
、
ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド

で
４
点
）、
北
進
す
る
の
か
（
モ
ン
ゴ
ル
、
シ
ベ

リ
ア
、
ソ
連
で
４
点
）。
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
組

み
合
わ
せ
る
の
か
。

　

路
線
を
変
更
で
き
な
い
ル
ー
ト
も
あ
る
し
、

ル
ー
ト
に
よ
っ
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
（
海
軍
な
の

か
陸
軍
な
の
か
）
が
異
な
る
の
で
生
産
の
こ
と
も

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
支
配
に
よ
る
得
点
で
ど
の

く
ら
い
を
目
指
す
の
か
、
そ
の
た
め
に
ど
の
ル
ー

ト
を
進
撃
し
て
ど
の
よ
う
な
軍
備
を
し
て
お
く
の

か
、
あ
ら
か
じ
め
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
最
後
に
科
学
技
術
の
開
発
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
後
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
得
点
だ
け
で
は
な

く
、
作
戦
行
動
に
も
影
響
し
て
く
る
か
ら
だ
。
科

学
技
術
は
あ
る
程
度
開
発
す
る
た
め
必
然
的
に
こ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
１
、２
点
は
得
ら
れ
る
が
、
こ

こ
に
リ
ソ
ー
ス
を
注
ぎ
込
ま
ず
に
全
力
で
支
配
に

よ
る
点
数
を
狙
う
と
い
う
考
え
方
も
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
科
学
技
術
の
開
発
は
敵
に
得
点

を
妨
害
さ
れ
な
い
の
で
、
取
れ
る
点
数
は
確
実
に

稼
い
で
お
く
べ
き
で
あ
る
。

　
ゲ
ー
ム
の
目
的
が
明
確
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

そ
の
達
成
の
た
め
に
何
か
で
き
る
の
か
、
次
の

ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。

ブラジルに対する外交カード。
縁が白いカードは日本プレイヤーが、
緑色はイギリス＆アメリカ・プレイヤーが使用できる。
自分の外交カードが場に出ていれば、日本なら3点、イ
ギリス＆アメリカなら2点を得る
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各
ラ
ウ
ン
ド
の
手
順
と
し
て
は
戦
略
ス
テ
ー
ジ

が
先
だ
が
、
よ
り
重
要
な
行
動
ス
テ
ー
ジ
を
先
に

説
明
し
て
お
き
た
い
。
各
ラ
ウ
ン
ド
各
プ
レ
イ

ヤ
ー
は
同
数
の
戦
略
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
が
、
先

制
攻
撃
を
行
っ
た
ド
イ
ツ
は
１
９
３
９
年
に
、
日

本
は
１
９
４
１
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
余
分
に
１
枚
も

ら
っ
て
第
１
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
な
る
。

　
行
動
ス
テ
ー
ジ
で
は
第
１
プ
レ
イ
ヤ
ー
か
ら
１

人
ず
つ
、
時
計
回
り
に
カ
ー
ド
１
枚
を
使
っ
て
左

上
に
記
載
し
た
行
動
を
１
つ
行
う
。
ま
た
は
パ
ス

す
る
。
全
員
が
パ
ス
す
る
と
行
動
ス
テ
ー
ジ
は
終

わ
る
が
、
こ
の
時
点
で
何
枚
手
札
を
持
っ
て
い
て

も
、
次
の
ラ
ウ
ン
ド
に
繰
り
越
せ
る
の
は
１
枚
だ

け
で
あ
る
（
使
わ
な
け
れ
ば
損
す
る
の
だ
）。

作
戦
行
動

　
カ
ー
ド
の
色
に
関
係
な
く
誰
で
も
、
ど
の
カ
ー

ド
で
も
使
用
し
て
作
戦
を
行
え
る
。
使
っ
た
カ
ー

ド
の
左
に
印
刷
さ
れ
た
大
き
な
数
字
（
作
戦
ポ
イ

ン
ト
）
を
使
っ
て
ア
ク
シ
ョ
ン
す
る
。
例
え
ば
前

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
外
交

カ
ー
ド
は
、
誰
が
作
戦
に
使
っ
て
も
４
作
戦
ポ
イ

ン
ト
の
価
値
が
あ
る
の
だ
。

　
こ
こ
で
行
え
る
ア
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
生
産
、
攻

撃
、
移
動
、
発
射
の
４
種
類
が
あ
り
、
作
戦
ポ
イ

ン
ト（
以
下
Ｏ
Ｐ
）の
範
囲
内
で
複
数
の
ア
ク
シ
ョ

ン
が
可
能
で
あ
る
。

　
生
産: 

３
Ｏ
Ｐ
を
使
っ
て
陸
軍
ま
た
は
海
軍
を

１
個
生
産
で
き
る
。
兵
器
工
場
ま
た
は
造
船
所
を

開
発
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ス
ト
は
２
Ｏ
Ｐ

に
な
る
。

　
攻
撃: 

３
Ｏ
Ｐ
（
科
学
技
術
の
開
発
に
よ
り
コ

ス
ト
は
最
低
１
ま
で
下
が
る
）
を
使
っ
て
（
１
）

補
給
状
態
の
自
国
軍
ユ
ニ
ッ
ト
に
隣
接
す
る
敵
ユ

ニ
ッ
ト
（
陸
軍
、海
軍
を
問
わ
ず
）、ま
た
は
（
２
）

自
国
内
に
い
る
敵
ユ
ニ
ッ
ト
を
除
去
で
き
る
。
こ

こ
で
言
う
「
自
国
」
と
は
、
ゲ
ー
ム
開
始
時
に
自

国
だ
っ
た
エ
リ
ア
で
、
今
現
在
は
敵
に
支
配
さ
れ

て
い
る
エ
リ
ア
を
指
す
。
攻
撃
す
る
た
め
に
自
国

軍
ユ
ニ
ッ
ト
が
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
こ
と
に

注
意
。
上
写
真
の
場
合
、
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
は
３

Ｏ
Ｐ
を
支
払
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
ユ
ニ
ッ
ト
１
個
を

除
去
で
き
る
。

　
移
動: 

２
Ｏ
Ｐ
（
科
学
技
術
の
開
発
に
よ
り
コ

ス
ト
は
最
低
１
ま
で
下
が
る
）
を
使
っ
て
自
国
軍

ユ
ニ
ッ
ト
１
個
を
移
動
さ
せ
る
。
例
え
ば
マ
リ
ア

ナ
諸
島
に
い
る
日
本
海
軍
を
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
ま

で
移
動
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
ア
メ
リ
カ
海

軍
が
い
る
ハ
ワ
イ
諸
島
へ
移
動
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
イ
タ
リ
ア
に
い
る
ド
イ
ツ
陸
軍
は
チ
ュ

ニ
ジ
ア
へ
は
移
動
で
き
る
が
、
補
給
が
切
れ
て
し

ま
う
た
め
に
い
き
な
り
リ
ビ
ア
へ
は
移
動
で
き
な

い
。
た
だ
し
ド
イ
ツ
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
４
Ｏ
Ｐ
を

移
動
に
使
い
、
ま
ず
ド
イ
ツ
か
イ
タ
リ
ア
に
い
る

陸
軍
１
個
を
チ
ュ
ニ
ジ
ア
へ
移
動
さ
せ
れ
ば
、
別

初期配置の状態。アメリカは参戦しておらず、マーシャル諸島を挟んで日本とにらみ合っている。ドイツから見てイギリス＆アメリ
カ方面はベネルクス（ヨーロッパ・ルート）とチュニジア（アフリカ・ルート）が存在する

明確化: 海/陸ポイントは自軍支配下でない沿海陸地へ移動する時のみ影響
します。沿海陸地から陸地/島嶼へ移動する時は影響しません。



7 BANZAI MAGAZINE: AUTUMN 2018

行動ステージでできることを
マスターすべし！

科学技術の発展を怠らないように注意
行動ステージでできること一覧
● 作戦: ユニットの生産、移動、攻撃、発射を行う。
● 科学技術: テクノロジーの発展を行う（1ラウンドに1回だけ!!）。
● イベント: 自国の色に対応したイベント・カードを使用する。
● レンドリース: イギリスとソ連のみ可能。アメリカと中国の参戦を早める。
● パス: 何もしない。各プレイヤーは1枚だけ手札を繰り越すことができる。

の
陸
軍
１
個
を
リ
ビ
ア
ま
で
移
動
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
な
お
、
ス
タ
ッ
ク
制
限
は
移
動
終
了
時
に
の
み

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
。
自
国
が
支
配
し
て
い

る
エ
リ
ア
で
あ
れ
ば
、
海
軍
で
も
陸
地
エ
リ
ア
を

通
過
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
移
動
終
了
時
に
は
ス

タ
ッ
ク
制
限
に
従
っ
て
島
嶼
か
沿
海
陸
地
エ
リ
ア

に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
発
射: 

ロ
ケ
ッ
ト
開
発
後
に
実
行
可
能
。
Ｏ
Ｐ

の
コ
ス
ト
は
ロ
ケ
ッ
ト
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な

る
。
ロ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
攻
撃
で
、
敵
プ
レ
イ
ヤ
ー

１
人
の
手
札
を
１
〜
３
枚
捨
て
さ
せ
る
。

科
学
技
術

　
１
ラ
ウ
ン
ド
に
１
回
し
か
行
え
な
い
た
め
、
戦

略
的
に
開
発
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
カ
ー
ド
１
枚

を
天
地
表
裏
反
転
し
て
ゲ
ー
ム
ボ
ー
ド
に
下
に
入

れ
る
（
下
写
真
参
照
）。
裏
返
す
の
は
他
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
に
自
分
が
何
を
開
発
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
次

の
ラ
ウ
ン
ド
の
戦
略
ス
テ
ー
ジ
に
な
っ
た
ら
カ
ー

ド
を
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　

科
学
技
術
に
は
レ
ベ
ル
が
１
か
ら
３
ま
で
あ

り
、
必
要
な
兵
器
を
開
発
し
て
い
な
い
と
次
の
レ

ベ
ル
に
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
機
械
化

歩
兵
、
重
戦
車
、
兵
器
工
場
の
全
て
が
揃
っ
て
い

な
け
れ
ば
列
車
砲
を
開
発
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

効
果
を
高
め
る
に
は
一
点
集
中
が
理
想
だ
が
、
得

点
を
得
る
な
ら
種
類
（
ア
イ
コ
ン
の
色
）
を
ば
ら

し
た
ほ
う
が
良
い
。
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
ゲ
ー

ム
中
に
７
回
し
か
科
学
技
術
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
行

え
な
い
の
で
、
自
分
の
戦
略
に
合
っ
た
開
発
を
行

い
た
い
。
ま
た
ロ
ケ
ッ
ト
は
チ
ー
ム
の
２
人
が
開

発
す
る
必
要
は
な
い
た
め
、
同
盟
国
と
相
談
し
て

方
針
を
決
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
科
学
技
術
に
よ
っ
て
ア
ク
シ
ョ
ン
に
必
要
な
コ

ス
ト
が
大
幅
に
低
下
す
る
。
詳
し
く
は
次
ペ
ー
ジ

の
表
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ドイツによる科学技術開発の例。陸軍の開発にリソースを集中
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アイコン 名称 機能説明

機械化歩兵 1作戦ポイントを使って自国陸軍1個を移動させる。

列車砲 1作戦ポイントを使って敵陸軍1個を攻撃。2作戦ポイントを使って沿海陸地の敵海軍1個を攻撃。

戦艦 2作戦ポイントを使って敵海軍1個を攻撃する。

V1ロケット 4作戦ポイント以上のカードを1枚捨て、1人を選んで手札を1枚捨てさせる。

原爆 6作戦ポイント以上のカードを1枚捨て、1人を選んで手札を3枚捨てさせる。

造船所 2作戦ポイントを使って海軍1個を生産する。

暗号解読機 戦略ステージまたは発射行動時に相手のカードを3枚見る。

重戦車 2作戦ポイントを使って敵陸軍1個を攻撃する。

上陸用舟艇 1作戦ポイントを使って自国海軍1個を移動させる。

航空母艦 1作戦ポイントを使って敵海軍1個を攻撃。2作戦ポイントを使って沿海陸地の敵陸軍1個を攻撃。

V2ロケット 5作戦ポイント以上のカードを1枚捨て、1人を選んで手札を2枚捨てさせる。

兵器工場 2作戦ポイントを使って陸軍1個を生産する。

暗号機 戦略ステージで手札を2枚捨てて2枚引き直す。

技術開発の効果

技術開発のツリー
ツリーは陸軍系、海軍系、ロケット系の3種類に大別される。機械化歩兵、
重戦車、兵器工場を開発すればレベル2の列車砲を開発できる。同様に上
陸用舟艇、戦艦、造船所を開発すればレベル2の航空母艦を開発できる。
V1と暗号機または解読機の開発でV2が開発可能となり、その後、原爆を
開発できるようになる。

アイコン イベント説明

自国/同盟国の前に置くと、このラウンドで自国/同盟国がこの後で使用するカードの作戦ポイントが1増える。

カード左側に印刷された作戦ポイントではなく、イベント・アイコン内の数字を作戦ポイントとして使用する。

破壊マーカーが置かれていない、戦艦アイコンのある生産エリアで海軍を1個生産します。

自分の手前に置き、勝利得点として扱う。同じ国旗アイコンの外交イベント・カードが2枚出た場合、
先に出したカードの点数＜後に出したカードの点数＝先に出した外交イベント・カードのみ取り除く
後に出したカードの点数≦先に出したカードの点数＝カードを2枚とも取り除く

敵対国1つの前に置くと、このラウンドで敵対国がこの後使用するカードの作戦ポイントが1減る。

破壊マーカーが置かれていない、戦車アイコンのある生産エリアで陸軍を1個生産する。

任意のユニットを1回移動させる。

イベントの効果
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イ
ベ
ン
ト

　
自
国
の
色
に
合
致
し
た
カ
ー
ド
で
な
い
と
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
使
用
で
き
な
い
。
イ
ベ
ン
ト
と
言
っ

て
も
作
戦
行
動
の
延
長
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
作

戦
ポ
イ
ン
ト
を
支
払
う
よ
り
も
「
お
得
」
な
内
容

に
な
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
左
の
カ
ー
ド
の
場
合
。
一
番
手
前
を
ソ

連
＆
中
国
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
使
用

す
れ
ば
、
陸
軍
の
生
産
を
１
回
と
移
動
を
１
回
行

え
る
。通
常
な
ら
５
Ｏ
Ｐ
に
な
る
の
で
、こ
の
カ
ー

ド
の
Ｏ
Ｐ
＝
４
よ
り
は
１
Ｏ
Ｐ
得
す
る
。
そ
の
次

も
同
様
で
、
中
国
＆
ソ
連
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
イ
ベ
ン

ト
で
使
用
す
れ
ば
陸
軍
を
２
個
生
産
で
き
る
（
６

Ｏ
Ｐ
）。
通
常
の
Ｏ
Ｐ
価
値
よ
り
も
１
高
い
。
最

後
の
カ
ー
ド
を
ド
イ
ツ
軍
が
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
使

用
す
れ
ば
通
常
の
６
Ｏ
Ｐ
で
は
な
く
７
Ｏ
Ｐ
で
使

用
で
き
る
。

　
外
交
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
既
に
説
明
し
た
の
で

こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

　
特
殊
な
カ
ー
ド
と
し
て
、
以
後
、
自
分
ま
た
は

同
盟
国
の
Ｏ
Ｐ
を
１
増
や
す
カ
ー
ド
と
、
敵
国
の

Ｏ
Ｐ
を
１
減
じ
る
戦
術
カ
ー
ド
が
あ
る
。
間
接
的

に
同
盟
国
を
支
援
で
き
る
非
常
に
有
効
な
カ
ー
ド

で
あ
る
。

レ
ン
ド
リ
ー
ス

　
ゲ
ー
ム
開
始
時
、
ア
メ
リ
カ
と
中
国
は
参
戦
し

て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
国
々
の
カ
ー
ド
（
４
枚
と

２
枚
）
は
デ
ッ
キ
に
入
れ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、

参
戦
レ
ベ
ル
が
１
上
が
る
ご
と
に
カ
ー
ド
が
イ
ギ

リ
ス
ま
た
は
ソ
連
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
１
枚
与
え
ら
れ

る
、
あ
る
い
は
デ
ッ
キ
に
追
加
さ
れ
る
。

　
連
合
国
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
自
発
的
に
カ
ー
ド
を
１

枚
捨
て
る
こ
と
で
参
戦
レ
ベ
ル
を
１
上
げ
、
そ
の

国
の
カ
ー
ド
１
枚
を
次
の
ラ
ウ
ン
ド
で
得
る
（
通

常
得
ら
れ
る
カ
ー
ド
に
加
え
て
）。
ア
メ
リ
カ
は

参
戦
レ
ベ
ル
４
、
中
国
は
レ
ベ
ル
２
に
達
す
る
と

晴
れ
て
連
合
国
の
仲
間
入
り
と
な
る
。

　
あ
る
い
は
、
枢
軸
国
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
、
ま

た
は
侵
略
さ
れ
る
（
未
参
戦
国
に
と
っ
て
の
自
国

エ
リ
ア
に
枢
軸
国
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
進
入
す
る
）
た

び
に
参
戦
レ
ベ
ル
が
１
上
が
る
。
こ
の
時
は
各
国

の
カ
ー
ド
は
連
合
国
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
手
に
渡
ら
ず

に
デ
ッ
キ
に
追
加
さ
れ
る
。

　
中
立
国
に
侵
攻
す
る
か
否
か
は
、
日
本
プ
レ
イ

ヤ
ー
に
と
っ
て
大
き
な
決
断
と
な
る
。

　
そ
の
他
、
細
か
な
戦
術
に
な
る
が
、
未
使
用
の

Ｏ
Ｐ
は
そ
の
ラ
ウ
ン
ド
中
に
限
り
１
だ
け
繰
り
越

す
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
手
番
で
大
規
模
な
攻
勢

を
行
い
た
い
が
Ｏ
Ｐ
が
足
り
な
い
時
な
ど
、
１
残

し
て
そ
れ
を
加
算
し
て
き
り
の
良
い
値
に
し
て
作

戦
を
行
う
こ
と
が
可
能
だ
。

　
Ｍ
Ｗ
Ｗ
で
は
、
作
戦
ス
テ
ー
ジ
中
に
パ
ス
を
宣

言
す
る
と
、
そ
の
作
戦
ス
テ
ー
ジ
中
に
は
何
ら
ア

ク
シ
ョ
ン
で
き
な
く
な
る
。
全
員
が
パ
ス
す
る
と

作
戦
ス
テ
ー
ジ
は
終
了
す
る
が
、
手
札
１
枚
だ
け

次
の
ラ
ウ
ン
ド
に
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
る
。
２

枚
以
上
残
し
て
い
た
ら
１
枚
を
除
い
て
失
わ
れ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
各
ラ
ウ
ン
ド
の
作
戦
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
第
１

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
、

ソ
連
の
順
番
で
サ
イ
ク
ル
す
る
。
第
１
プ
レ
イ

ヤ
ー
か
ら
は
時
計
回
り
で
同
じ
順
番
で
プ
レ
イ
を

行
う
。
つ
ま
り
、
あ
る
ラ
ウ
ン
ド
の
第
１
プ
レ
イ

ヤ
ー
は
、
次
の
ラ
ウ
ン
ド
で
は
最
終
プ
レ
イ
ヤ
ー

に
な
る
の
で
、
敵
の
行
動
に
対
応
が
困
難
に
な
る

こ
と
を
見
越
し
て
作
戦
を
行
い
た
い
。

イベント・カードの例。自国の色に合致したカードしか使用でき
ないが、イベントにより通常よりも1OP多くアクションできる
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日
本
は
後
背
に
中
国
を
抱
え
て
お
り
、
で
き
れ

ば
早
期
に
支
配
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
コ

ス
ト
は
攻
撃
２
回
と
移
動
１
回
の
８
Ｏ
Ｐ
、
即
ち

２
回
の
作
戦
行
動
が
必
要
に
な
る
。
そ
う
す
る

と
、
第
１
ラ
ウ
ン
ド
に
使
え
る
カ
ー
ド
は

残
り
１
枚
と
な
り
、
科
学
技
術
の
開

発
に
使
う
か
、
イ
ン
ド
シ
ナ
に
進

駐
し
た
り
、
マ
レ
ー
を
攻
略

し
た
り
と
い
う
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
か
。
第
１

ラ
ウ
ン
ド
に
そ
れ

ら
全
て
の
エ
リ

ア
に
攻
め
込
む
か

は
別
と
し
て
も
、
こ
れ

ら
の
支
配
に
よ
る
13
点
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
と
タ
イ
を

含
め
た
15
点
は
確
保
し
て
お
き

た
い
。

　
次
の
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
は
、
そ
の

後
の
展
開
も
見
越
し
た
戦
略
を
立
て

る
必
要
が
あ
る
。
ボ
ー
ド
を
見
れ
ば
わ
か

る
よ
う
に
、日
本
か
ら
左
（
西
）
へ
２
本
、

右
（
東
へ
）
２
本
ル
ー
ト
が
延
び
て
い
る

が
、
西
、
即
ち
大
陸
に
向
か
う
ル
ー
ト
は
北
と

南
で
交
わ
る
こ
と
が
な
い
（
接
点
が
得
ら
れ
る
の

は
コ
ー
カ
サ
ス
で
あ
る
）。
よ
っ
て
日
本
が
選
択

で
き
る
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
太
平
洋
、
北
進
、
南

進
の
３
つ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
と
な
る
。

　
３
つ
の
ル
ー
ト
の
う
ち
、
お
す
す
め
は
北
進
で

あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
と
シ
ベ
リ
ア
を
支
配
す
れ
ば
15

点
ま
た
は
17
点
。
こ
れ
に
ド
イ
ツ
の
得
点
を
加
え

る
と
32
点
を
達
成
す
る
可
能
性
が
高
い
。
二
正
面

作
戦
で
ソ
連
を
苦
し
め
よ
う
と
い
う
戦
略
だ
。

　
も
っ
と
も
そ
の
場
合
は
、
太
平
洋
方
面
で
余
裕

の
で
き
た
イ
ギ
リ
ス
は
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
を
促
す

こ
と
に
な
り
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸

島
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し

て
支
配
エ
リ
ア
が
連
結
す
る
と
陸
軍
の
移
動
も
可

能
と
な
り
、
イ
ン
ド
シ
ナ
と
中
国
も
ア
メ
リ
カ
の

射
程
に
入
っ
て
く
る
。
北
進
に
よ
る
勝
利
を
目
指

す
の
な
ら
、
時
間
と
の
戦
い
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
北
進
ま
た
は
南
進
す
る
場
合
、
陸
軍
系
の
技
術

開
発
を
行
え
ば
コ
ス
ト
が
下
が
る
が
、
ア
メ
リ
カ

に
対
処
す
る
た
め
に
海
軍
系
の
技
術
開
発
を
進
め

て
お
く
の
も
悪
く
な
い
。
太
平
洋
ル
ー
ト
で
防
戦

に
徹
す
る
と
し
て
も
、
低
コ
ス
ト
で
生
産
さ
れ
た

海
軍
が
ア
メ
リ
カ
の
侵
攻
を
防
い
で
く
れ
れ
ば
、

そ
の
間
に
ド
イ
ツ
と
と
も
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
征
服

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
ド
イ
ツ
の
動
き
に
呼
応
し
、
枢

軸
チ
ー
ム
と
し
て
無
駄
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　
外
交
カ
ー
ド
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
＝
３
、
ト
ル
コ
＝

２
、
ス
ペ
イ
ン
＝
１
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
外
交
カ
ー
ド

は
、
同
時
に
作
戦
ポ
イ
ン
ト
５
で
空
母
を
開
発
で

き
る
優
れ
た
カ
ー
ド
。
確
実
に
得
点
で
き
そ
う
な

ら
外
交
で
使
用
す
べ
き
だ
ろ
う
。

南
進

か
北

進
か？ 日

本
の

戦
略

二正面作戦不可避の辛い戦い

日
独

連
携

でソ連
を

撃
破
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ド
イ
ツ
の
初
期
点
数
は
８
点
。
ル
ー
ト
は
左
右

に
２
本
ず
つ
あ
る
が
、
日
本
同
様
、
１
本
は
上
下

（
南
北
）
に
分
離
し
て
い
て
途
中
で
離
合
で
き
な

い
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
フ
リ
カ
で
あ
る
。
右
、

即
ち
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
比
較
的
離
合
が
容
易
で
あ

る
た
め
、
狙
う
な
ら
必
然
的
に
こ
ち
ら
、
即
ち
東

部
戦
線
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ハ
ン
ガ

リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
バ
ル
ト
諸

国
ま
で
占
領
す
る
と
計
14
点
。
い
つ
で
も
占
領
で

き
る
バ
ル
カ
ン
諸
国
も
含
め
る
と
15
点
に
な
る
。

こ
の
時
点
で
日
本
が
15
点
を
取
っ
て
く
れ
て
い
れ

ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ソ
連
を
支
配
す
れ
ば
枢
軸
国

が
勝
利
す
る
。

　
た
だ
し
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ル
ー
マ
ニ
ア
に
は
陸
軍

が
い
て
、
こ
れ
ら
を
排
除
す
る
必
要
が
あ
る
。
両

ユ
ニ
ッ
ト
を
攻
撃
す
る
の
に
必
要
な
Ｏ
Ｐ
は
合
わ

せ
て
６
と
小
さ
く
な
い
。
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
作
戦
を

始
め
る
ま
で
に
16
Ｏ
Ｐ（
攻
撃
２
回
と
移
動
５
回
）

が
か
か
る
の
だ
。
そ
の
間
、
ソ
連
が
軍
備
を
増
強

し
て
い
れ
ば
、
ソ
連
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
配
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
後
の
消
耗
戦
は
避
け
ら
れ

な
い
の
で
、
コ
ス
ト
勝
負
に
な
っ
て
く
る
。

　
と
い
う
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
と
し
て
は
で
き
る
だ

け
早
く
陸
軍
系
の
開
発
を
急
ぎ
た
い
。
機
械
化
歩

兵
、
重
戦
車
、
兵
器
工
場
に
列
車
砲
…
…
史
実
通

り
の
展
開
だ
。

　
一
方
、
西
部
戦
線
は
放
置
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

Ｍ
Ｗ
Ｗ
で
は
フ
ラ
ン
ス
は
中
立
国
で
あ
り
、
ド
イ

ツ
に
攻
め
込
ん
で
く
る
こ
と
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス

や
ア
メ
リ
カ
が
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ル
ー
ト
で
ド
イ

ツ
に
攻
め
込
も
う
と
す
る
時
の
防
波
堤
に
な
っ
て

く
れ
る
の
だ
（
！
）。
も
ち
ろ
ん
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ・

ル
ー
ト
で
イ
ギ
リ
ス
を
征
服
し
て
勝
利
を
目
指
す

道
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
日
本
と
の
連

携
は
望
め
な
い
。
そ
れ
に
海
軍
が
必
要
と

な
る
た
め
（
恐
ら
く
）
陸
軍
の
開
発

が
遅
れ
、
東
部
戦
線
で
ソ
連
と
の

消
耗
戦
に
敗
れ
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
得

点
的
に
相
当
厳
し
く
な
る
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ま
た
は
ソ
連

を
占
領
で
き
な
い
よ
う
な

ら
、
消
耗
戦
が
続
い
て
い

る
間
に
科
学
技
術
の
開

発
を
進
め
、
そ
の
得
点

で
枢
軸
国
の
勝
利
を
目
指

す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

外
交
カ
ー
ド
は
ス
ペ
イ
ン
＝

３
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
＝
２
、
ブ
ラ
ジ
ル

＝
１
。
ス
ペ
イ
ン
外
交
の
ラ
イ
バ
ル
は
ソ
連

な
の
で
、
同
カ
ー
ド
の
所
在
は
確
認
し
て
お
き
た

い
。

　
も
ち
ろ
ん
日
本
と
の
ソ
連
挟
撃
は
戦
略
の
一
つ

に
過
ぎ
な
い
。
ド
イ
ツ
周
辺
に
は
高
得
点
エ
リ
ア

が
多
い
の
で
、
東
西
両
戦
線
に
手
を
広
げ
て
得
点

す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

日
独

連
携

でソ連
を

撃
破

フランスが西部戦線の防波堤に？
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あ
る
意

味
で
一
番
難

し
く
、
ま
た
や
り

が
い
が
あ
る
の
が
イ

ギ
リ
ス
＆
ア
メ
リ
カ
だ
。

ゲ
ー
ム
開
始
時
に
10
点
分
の
エ

リ
ア
を
支
配
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
６
点
を
加
え
る
と
何
と
16
点

に
な
る
。
非
常
に
有
利
な
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
と
言
え
る
が
、
プ
レ
イ

に
お
い
て
は
考
え
る
こ
と
が
多
い
。

　
ま
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
。
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
ド
イ
ツ
の
間
に
は
フ

ラ
ン
ス
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
攻
勢
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
が
、
こ
ち
ら

か
ら
攻
め
込
む
の
も
厄
介
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
ア
フ
リ
カ
回
り
で

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
柔
ら
か
な
下
腹
部
」
に
ナ
イ
フ
を
突
き
立
て
る
の

が
有
効
だ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
が
東
部
戦
線
に
か
ま
け
て
い
れ
ば
、
エ
ジ

プ
ト
、
リ
ビ
ア
、
チ
ュ

ニ
ジ
ア
、
イ
タ
リ
ア
で
５

点
取
れ
る
。
自
国
エ
リ
ア
と
合

わ
せ
て
計
15
点
。
ア
メ
リ
カ
が
参
戦

し
て
く
れ
れ
ば
21
点
に
な
り
、
か
な
り

有
利
に
戦
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
展
開
を

避
け
る
た
め
に
ド
イ
ツ
が
ア
フ
リ
カ
軍
団
を
送

り
込
ん
で
く
れ
れ
ば
、
東
部
戦
線
へ
の
圧
力
が
そ
れ

だ
け
減
じ
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
ア
メ
リ
カ
が
参
戦
す
る
前
で
も
イ
ギ
リ
ス
は
ア
メ

リ
カ
本
国
を
通
過
さ
せ
て
ユ
ニ
ッ
ト
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
東
イ
ン
ド
諸
島
や
マ
ー
シ
ャ
ル
を
支
配
し
て
得
点
す
る
こ

と
も
可
能
だ
（
日
本
へ
の
嫌
が
ら
せ
が
で
き
る
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
と
日
本
の
両
方
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
の
が

イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。常
に
枢
軸
国
の
点
数
に
注
意
し
て
、

合
計
点
が
32
を
超
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
盤
上
に
目
を
配
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
が
参
戦
す
る
ま
で
は
敵
を
妨
害
し
─
─

自
国
が
勝
利
に
近
づ
く
こ
と
も
敵
に
対
す
る「
妨
害
」と
な
る
─
─
、

ア
メ
リ
カ
が
参
戦
し
て
か
ら
は
東
西
の
戦
局
を
見
極
め
つ
つ
確
実
に

得
点
を
あ
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
科
学
技
術
開
発
は
ど
れ
も
大
事
だ
が
、
ロ
ケ
ッ
ト
（
戦
略
爆
撃
も

含
ん
で
い
る
）
系
が
有
効
だ
。
移
動
コ
ス
ト
を
下
げ
て
く
れ
る
機
械

化
歩
兵
と
上
陸
用
舟
艇
を
開
発
し
た
ら
Ｖ
１
、
Ｖ
２
を
開
発
し
て
敵

の
手
札
を
削
り
た
い
。
ベ
ー
ス
の
得
点
が
大
き
い
の
で
、
自
国
は
防

衛
に
徹
し
、
消
耗
戦
は
ソ
連
に
お
任
せ
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　
外
交
カ
ー
ド
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
＝
３
、
ブ
ラ
ジ
ル
＝
２
、
ト
ル
コ

＝
１
。
そ
の
う
ち
ブ
ラ
ジ
ル
は
ア
メ
リ
カ
の
カ
ー
ド
。
外
交
は
得
点

よ
り
も
敵
の
外
交
を
妨
害
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

世界戦略が求められるイギリス
全体を見渡す戦略眼が求められるポジション

フランスがバッファにな
るため、イギリスはアフリ
カ・ルートでドイツを目指す？

サンドバッグ上等で戦え！

枢軸軍の攻
撃力を全て

吸収する覚
悟でいこう
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得点源がヨーロッパに集中しているので、
ソ連はドイツとの戦いを避けられない!!

サンドバッグ上等で戦え！

枢軸軍の攻
撃力を全て

吸収する覚
悟でいこう

　

前
述
し
た
通
り
、
枢
軸
国
の
的
に
な
り
や
す
い
の
が
ソ
連
で
あ

る
。
日
本
の
９
点
、
ド
イ
ツ
の
８
点
で
17
点
。
ソ
連
を
完
全
征
服
し

た
場
合
は
途
中
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
バ
ル
ト
三
国
を
含
め
て
12
点
で
計

29
点
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ル
ー
マ
ニ
ア
も
支
配
す
れ
ば
32
点
で
勝
利
条

件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
イ

ギ
リ
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
で
圧
力
を
か
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ソ
連
も
諦
め
て
は
な
ら
な
い
（
全
て
の
エ
リ

ア
を
支
配
さ
れ
な
け
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
）。

　
他
国
と
異
な
り
ソ
連
の
場
合
は
侵
攻
ル
ー
ト
は
２
つ
し
か
な
く
、

極
東
か
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る
。
極
東
と
言
っ
て
も
ま
と
も
に
攻
め

ら
れ
る
の
は
満
州
だ
け
で
、
そ
こ
か
ら
先
は
日
本
本
土
。
さ
す
が
に

簡
単
に
攻
め
込
め
な
い
。
そ
こ
で
現
実
的
な
ル
ー
ト
は
東
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
な
り
、
ド
イ
ツ
と
の
衝
突
が
避
け
ら
れ
な
い
。
バ
ル
ト
三
国
と

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
を
支
配
す
れ
ば
５
点
で
ベ
ー
ス
の
９
点

と
合
わ
せ
て
14
点
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
支
配
す

れ
ば
16
点
で
「
ノ
ル
マ
」
は
達
成
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
ド
イ
ツ
が
そ

れ
を
許
す
は
ず
も
な
い
の
で
、
史
実
同
様
、
東
部
戦
線
で
死
闘
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
ソ
連
と
し
て
は
陸
軍
系
の
開
発
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
で

き
れ
ば
兵
器
工
場
、
重
戦
車
、
機
械
化
部
隊
の
順
番
で
開
発
し
、
ド

イ
ツ
の
攻
撃
力
を
吸
収
し
た
い
。
外
交
カ
ー
ド
は
ト
ル
コ
＝
３
、
ス

ペ
イ
ン
＝
２
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
＝
１
だ
が
、
ソ
連
は
外
交
よ
り
も
開

発
、
そ
し
て
作
戦
を
重
視
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
二
正
面
作
戦
に
な
る
と
さ
す
が
に
厳
し
い
が
、
そ
の
際
は
と
に
か

く
耐
え
、
イ
ギ
リ
ス
＆
ア
メ
リ
カ
の
健
闘
を
祈
ろ
う
。

　
中
国
（
共
産
党
）
へ
の
レ
ン
ド
リ
ー
ス
（
支
援
）
は
、
慎
重
に
な

る
必
要
が
あ
る
。
特
に
序
盤
は
軍
備
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

カ
ー
ド
は
１
枚
も
無
駄
に
で
き
な
い
の
だ
か
ら
。
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鄭
偉
成（W

ei-Cheng Cheng

）さ
ん
は
台
湾
の
ウ
ォ
ー

ゲ
ー
ム・デ
ザ
イ
ナ
ー
で
す
。
本
業
は
理
学
療
法
士
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
に
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
の
デ
ザ
イ
ン
を
始
め

ま
し
た
。
初
め
て
プ
レ
イ
し
た
ゲ
ー
ム
は
ア
ゲ
イ
ン
ス
ト
・

ジ
・
オ
ッ
ズ
の
ハ
ガ
キ
ゲ
ー
ム
『
サ
ム
・
ポ
ー
ル
ズ
・
ア
パ
ー

ト: 

ザ
・
バ
ト
ル
・
オ
ブ
・
ザ
・
ヴ
ェ
ス
テ
ル
プ
ラ
ッ
テ
』

で
し
た
。

　
２
０
０
９
年
に
フ
ォ
ル
モ
サ
・
フ
ォ
ー
ス
・
ゲ
ー
ム
ズ
を

立
ち
上
げ
、
最
初
の
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
『
セ
デ
ィ
グ・ソ
ン
グ
』

を
出
版
し
ま
し
た
。
本
作
は
ハ
ガ
キ・サ
イ
ズ
の
ゲ
ー
ム
で
、

霧
社
事
件
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
で
使
わ
れ

た
ロ
ー
テ
ッ
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
は

『
８
０
０
ヒ
ー
ロ
ー
ズ: 

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
・
オ
ブ
・
シ
ー
ハ
ン
・

ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
』
で
も
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
第
二

次
上
海
事
変
に
お
け
る
四
行
倉
庫
の
戦
い
を
再
現
し
て
い
ま

す
。

　
そ
れ
か
ら
の
約
10
年
間
、
鄭
さ
ん
は
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
雑
誌

『
戰
棋
』
の
付
録
ゲ
ー
ム
を
は
じ
め
20
以
上
の
作
品
を
発
表
。

日
本
語
訳
が
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
ギ
ー
ク
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
プ
レ
イ
さ
れ
た
と
い
う
方
も
い
る
で

し
ょ
う
。

　

最
新
作
『
ミ
ニ
Ｗ
Ｗ
Ⅱ
（
邦
題
『
ミ
ニ
ミ
ニ
世
界
大

戦
』）』
は
２
０
１
８
年
の
エ
ッ
セ
ン
・
シ
ュ
ピ
ー
ル
の
初
日

で
２
０
０
個
以
上
の
セ
ー
ル
ス
を
記
録
し
ま
し
た
。
日
本
で

の
初
売
り
は
ゲ
ー
ム
マ
ー
ケ
ッ
ト
２
０
１
８
秋
で
す
。

「小さな息子ができるウォーゲームがない。
ならば自分でつくってしまおう、と」

『ミニミニ世界大戦』デザイナーズ・ノート
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上写真 : エッセン・シュピール 2018 をレポートしたボードゲームギーク TV に出演した時の鄭氏
下図 : 鄭氏がこれまで発表してきた作品群。既に発表されたものとして、『Sediq Song』（2009）、『800 Heroes』

（2009）、『Growling Tigers under Siege』（2010、常徳作戦がテーマ。仏『バトルズ・マガジン』で再版）、
『Menglianggu』（2012）、『Iron Guards 』（2015、第二次上海事変がテーマ）、『Siping』（2016）、『Young 
Marshal』（2017、西安事件当時の中国の権力闘争を扱った 3 人用ゲーム）、『Mini WWII』（2018）がある。他
に未発表作品『Taiping Rebellion』『Chinese Civil War』シリーズ（国共内戦を再現する一連の作戦級ゲーム）

『Unconditional Surrender: China』など
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「
お
父
さ
ん
、
僕
に
こ
の
ゲ
ー
ム
で
き
る
か
な
？
」

　
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
マ
ー
な
ら
、
あ
る
い
は
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム・デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ら
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
プ
レ
イ
す
べ
き
多
数
の
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
が
詰
め
込
ま
れ
て

い
ま
す
よ
ね
？　
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
見
る
た
び
、
私
の
息
子
は
そ
う
尋
ね
て

き
ま
し
た
。

　
「
お
前
の
年
齢
だ
と
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
な
」

　
決
ま
っ
て
こ
う
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

い
や
、
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
。
ど
う
し
て
私
は
自
分
の
子
ど
も
の
た
め
に

ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
や
ら
な
い
ん
だ
？　
そ
ん
な
疑
問
が
頭
を

よ
ぎ
り
ま
す
。

　
そ
の
頃
、
た
ま
た
ま
「
ワ
ン
・
ワ
ー
ル
ド
、
ワ
ン
・
ウ
ォ
ー
」
と
い
う
地

図
（
画
像
参
照
）
を
見
か
け

た
の
で
す
。
こ
れ
に
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
『
ミ

ニ
ミ
ニ
世
界
大
戦
』
の
ボ
ー

ド
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
で
、

カ
ー
ド
・
ド
リ
ブ
ン
で
、
言

語
に
依
存
し
な
い
ゲ
ー
ム

…
…
こ
れ
な
ら
息
子
に
も
プ

レ
イ
で
き
る
の
で
は
な
い

か
？　
そ
う
考
え
て
３
年
前

に
デ
ザ
イ
ン
を
開
始
し
ま
し

た
。
そ
し
て
コ
ン
セ
プ
ト
を

ほ
と
ん
ど
変
え
る
こ
と
な

く
、
こ
う
し
て
形
に
で
き

た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
最
初
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
の
地
図
は
非
常
に

シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
し

た
。
四
隅
に
１
国
ず
つ
配

置
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
を

使
っ
て
戦
闘
を
解
決
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。
そ
の
後
、
ダ
イ

ス
を
用
い
る
よ
う
に
変
更
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ
と
プ
レ
イ
時

間
が
長
く
な
り
、シ
ン
プ
ル
さ
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
ダ
イ
ス
を
用
い
る
戦
闘
解
決
シ
ス
テ
ム
を
や
め
、
代
わ

り
に
作
戦
ポ
イ
ン
ト
の
概
念
を
導
入
し
た
の
で
す
。

インスピレーションを与えた北極から見た世界地図

上: 『ミニミニ世界大戦』最初のゲームボード
右: 鄭氏のご子息。『デスティネーション: ノルマンディ』のダニー・ホルト氏しかり、「自
分の子どもとプレイできるゲームをつくりたい」という思いは良い作品づくりにつながる？
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そ
の
代
わ
り
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ツ
リ
ー
の
概
念
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
『
ト
ラ
イ
ア
ン
フ
＆
ト
ラ
ジ
ェ
デ
ィ
』（
Ｇ
Ｍ
Ｔ
）
を
参
考
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、『
ク
ォ
ー
タ
ー
マ
ス
タ
ー・ジ
ェ
ネ
ラ
ル
』（
グ
リ
ッ
グ
リ
ン・

ゲ
ー
ム
ズ
）
は
好
ゲ
ー
ム
で
す
が
、
カ
ー
ド
内
に
お
け
る
文
字
情
報
が
多
す

ぎ
ま
す
。
言
語
依
存
は
避
け
た
い
…
…
こ
の
最
後
の
問
題
を
解
決
し
て
く
れ

た
の
が
マ
イ
ク
・
ユ
ア
ン
で
し
た
。
彼
の
見
事
な
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
で
『
ミ
ニ

ミ
ニ
世
界
大
戦
』
は
完
成
し
た
の
で
す
。

　
『
ミ
ニ
ミ
ニ
世
界
大
戦
』
で
は
科
学
技
術
の
開
発
は
非
常
に
重
要
で
す
。

各
ラ
ウ
ン
ド
１
枚
の
カ
ー
ド
し
か
技
術
開
発
に
使
え
な
い
た
め
、
１
タ
イ
プ

の
技
術
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
は
、

太
平
洋
戦
争
を
始
め
る
前
に
海
軍
系
の
技
術
を
発
展
さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ド
イ
ツ
と
ソ
連
は
、
陸
軍
系
の
技
術
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　
チ
ー
ム
メ
イ
ト
が
ロ
ケ
ッ
ト
系
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
と
、
後
半

で
大
き
な
助
け
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
技
術
が
発
展
し
て
い
く
と
イ
ベ
ン
ト
・
カ
ー
ド
の
効
果
が

小
さ
く
な
っ
て
く
る
の
で
（
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
作
戦
ポ
イ
ン
ト
・
ボ
ー
ナ
ス

よ
り
も
技
術
開
発
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
効
果
の
ほ
う
が
大
き
い
）、
イ
ベ
ン

ト
・
カ
ー
ド
は
中
盤
か
ら
当
て
に
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
作
戦
ポ
イ
ン
ト
を
１
増
減
し
て
く
れ
る
戦
術
カ
ー
ド
は
、
敵
の
妨
害
、
あ

る
い
は
同
盟
国
の
支
援
で
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

　
仮
に
ゲ
ー
ム
に
敗
れ
た
と
し
て
も
、
１
回
の
プ
レ
イ
時
間
は
90
分
程
度
で

す
。
是
非
も
う
一
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
ず
は
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
次
に
歴
史
に
関
す
る
本
を
読
ん
で
そ
の
展
開

の
違
い
を
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ゲ
ー
ム
を
プ
レ
イ
す
る
ほ
ど
歴
史
に
詳

し
く
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鄭
偉
成
）

ゲームボード変遷の様子。「萌（méng）」はもともと「何
かが起こる」という意味。デザインは変更されてもコンセ
プトは揺らがなかった
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やワン・スモール・ステップ・ゲームズで数々
のマガジン・ゲームを発表しているハビエル・
ロメロ氏。ロメロ氏にとってこのテーマはライ
フワークのようで、多くのスペイン内戦ゲーム
を発表しています。先日もワールド・アット・
ウォー誌でファイア＆ムーブメント・システム
を用いた 3 部作が発表されたばかり。そのう
ちのベルチテの戦いは『イタリア義勇軍団』で
扱われるサンタンデールの戦いとの関連が深い
ものです。
　ゲーム・システムとしては移動の後に戦闘を
行うオーソドックスなものですが、戦闘支援時
に行われる「砲爆撃」がポイント。当たれば敵
は混乱し、戦闘力は半減、さらに混乱レベルが
上がると戦闘解決時のダイスの目修整がつきま
す。砲爆撃を行えるのは司令部と航空ユニット
で、これは両軍が行うのではなく、投入量が多
い軍のみが投入したポイントの差分を使用でき
るようになっています。
　攻めるナショナリストは砲兵、航空ユニット、
CS（補給段列。ロメロ氏の作品ではお馴染み
のトラック・マーカーで、消費することで司令
部の砲撃力が増します）が潤沢。共和国はその
いずれも限定的。しかも CS の補充はありませ
ん。しかし防御側は攻撃側の出方を見た後で使
用数を決められるので、ナショナリストにとっ
て不利なコラムまで落とすために支援を使った
り、ナショナリストが余裕をかまして支援を行
わない戦闘で集中投入することで、効果的に運
用できます。

　この砲爆撃の役割が非常に大きい。と言うの
も戦闘結果表に癖があり、3:1 までのオッズで
あればほぼ相打ちの結果です。共和国のユニッ
トは 1 ステップしかないため、1 損害でも厳
しいのですが、防御側は退却することで損害を
吸収できます（ただし 1 のみ）。全 7 ターンし
かないこのゲーム、じわじわ下がれば共和国は
負けないのです（ただし、重要拠点を失うと共
和国はオプション退却を行いにくくなって戦線
が瓦解していくという面白いギミックが用意さ
れています）。
　その展開を打破するために、ナショナリスト
には高オッズで発生する戦闘結果 B ＝ブレー
クスルーが必要です。これは防御側を壊滅させ
た上、攻撃に参加したユニット（自動車化部隊
でなくても OK）に 3 ヘクスの ZOC 無視戦闘
後前進を認めるもので、共和国の戦線を一気に
包囲することが可能になります。攻撃正面は狭
く、地形も悪いので 5:1 や 6:1 のオッズはな
かなか立たない……のですが、砲爆撃が当たれ
ば戦闘力は半減してそのチャンスが拡大しま
す。さらに補給切れになったユニットは ZOC
を失うので、ブレークスルーで敵戦線を包囲、
補給を切ることができれば、文字通り戦線をず
たずたにすることが可能なのです。
　と、マガジン・ゲームらしく実験的なルール
も取り入れつつもユニークなテーマのゲーム化
に成功しています。
　残部僅少となっておりますので、興味ある方
はお早めに !!
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イタリア
Acies Edizioni

ウォーゲーム出版社はアメリカ以外の国にもたくさんあります !!　各国で出版された作品を紹介していきます。

　アキエース・エディツィオーニはイタリア
のミリタリー系出版社で、2017 年からウォー
ゲーム雑誌『パラベラム』を発行しています。
刊行ペースは半年に 1 回。記事は全てイタリ
ア語で書かれていますが、付録ゲームは英語と
イタリア語のハイブリッドです。
　付録ゲームのコンポーネントは A2 判サイズ
のマップが 1 枚、100 個前後のカウンターで、
他にプレイ補助カードがつくことがあります。
カウンター・シートはやや薄いので扱いづらい
のが残念ですが、ご当地テーマが多く、マイ
ナー・テーマ好きにはたまらないラインナップ
です。
　 創 刊 号 の ゲ ー ム は『 地 獄 の 山（Inferno 
sugli Altipiani）』。1916 年、オーストリア＝
ハンガリー軍とイタリア軍との山岳戦闘を扱っ
ています。オーストリア＝ハンガリー軍は奇襲
によってイタリア軍の山岳要塞線を突破しよう
としますが、イタリア軍に増援が到着、戦線は
破綻することなく、両軍激しく損耗して決定打
を与えることがなかった戦いです。後にコンパ
ス・ゲームズから再版されました。

　第 2 号は『カルディエロの戦い（Caldiero, 
1796）』。ナポレオンによる第一次イタリア遠
征における戦闘です。
　 第 3 号 は『 イ タ リ ア 義 勇 軍 団（Corpo 
Truppe Volontarie）』。スペイン内戦における
サンタンデールの戦いをテーマとしています
が、この戦いではイタリア義勇軍団が活躍して
います。ご当地ではありませんが、大いに関連
しています。
　 最 新 の 第 4 号 は『 ペ ロ ポ ネ ソ ス 戦 争

（Sfacteria & Egemonia）』。こちらは初の 2 
in 1 で、ペロポネソス戦争全体を扱ったゲー
ム（Egemonia）と、ピュロス半島とスパクテ
リア島をめぐる戦い（Sfacteria）の異なるゲー
ムを楽しめます。どちらのマップにもイタリア
は含まれていませんが、シチリアの反乱に向か
う途中に嵐に遭い、ピュロスに流されたアテナ
イのデモステネスが活躍するので（Sfacteria）
問題ありません。
　今回は『イタリア義勇軍団』を少し詳しく紹
介したいと思います。
　ゲーム・デザインは、デシジョン・ゲームズ

サンタンデールの戦い
（当店価格: 3,200円＋税）

　第二次世界大戦の作戦級ゲームとしてオーソドックス
なシステムを用いており、移動フェイズと戦闘フェイズで
構成されるプレイヤー・ターンを交互に行う。特徴的なの
は戦闘支援（砲爆撃）で、投入した火力に応じて命中判
定を行い、当たれば敵ユニットを混乱させて戦闘力を半
分にするというもの。『はしれ！パットン』（アドテクノス）
のシステムに近いか。
　攻めるナショナリストは潤沢な支援を持つが、共和国
軍は有利な地形で守り、また勝利条件的にもやや有利。
ナショナリストとしてはハイオッズでのみ得られる戦闘結果

「ブレークスルー」を狙って、序盤に鋭い攻撃をしかけ
る必要があるだろう。
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日本のウォーゲーム・シーンではあまり馴染
みのない動画によるゲーム紹介ですが、海
外に目を向けると様々な動画がアップロー
ドされています。その中でも個性的なおす
すめのチャンネルを紹介していきたいと思
います。

第5回: Stuka Joeチャンネル

倉元栄一
ジャンル度（カバーするゲームの種類）: ★★
ディープ度（どれだけ掘り下げているか）: ★★★★
マニアック度（扱うゲームのレアさ）: ★★★★
凝り度（動画制作にどれだけ凝っているか）: ★★★★★
総合オススメ度: 3.8/5.0

番外編？　の撮影の裏方を見せたもので、これ
から動画を始める方には非常に参考になるで
しょう

https://www.youtube.com/user/SuperFartacus/featured

　さて、今号は Formosa Force Games から出
版された『ミニミニ世界大戦』（以下 MW2）の
特集ということで、いつもの動画紹介の番外編と
して MW2 の動画についても紹介してみます。
　なお、ゲームの詳細は本編で詳しく語られるで
しょうから、ここはサクッと現在 Youtube で見
ることのできる MW2 関連の動画について紹介
するのみにとどめたいと思います。

大半はデザイナーの Wei-Cheng
　Cheng 氏による紹介動画が大半となりますが、
コンポーネントやそのシステムについても説明さ
れていますので、言葉がわからない（日本語の機
械訳サブタイトルでも出ればモアベターなのです
が）ものの全 6 回に分けて丹念に説明されてい

ますので、やろうとしていることは結構伝わるのではない
でしょうか。
　また、先のエッセン・シュピール 2018 でお披露目さ
れたホヤホヤタイトルですので、ゲーム・オーナーによる
動画はまだ開封動画のみとなっていますが、ウォーゲーム
とノンウォーゲームと境界線上にあるような個性的なゲー
ムですので、ノンウォーゲームの Youtuber 等からも含め
て、追々レビュー等の動画が公開されていくのではないか
と思われます。

『ミニミニ世界大戦』の
動画もチェック !!』

上: デザイナーのWei-Cheng Cheng氏自身による開封動画。余談
ですが氏のチャンネルでは他にも台湾ウォーゲーム誌『戦旗』の付録
ゲームの動画等も多数公開されています
下: 恐らくユーザー動画では現時点では唯一？　の在米
ウォーゲームYoutuberであるMoe's Game Tableによる
開封&レビュ−動画



左: 国産のあのゲームもガッツリプレイされています（全15話!）
左下: 元々はパスグロ用をベースに氏がデザインしたCDSソリティア・シ
ステムについてのレビュー。なお、この汎用CDSソリティア・システム自体
も公開されています
下: 各種ゲーミングに役立つガジェットの紹介、自作方法についての動画
が多いのも氏の動画の特徴の一つ
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　 今 回 紹 介 す るWargame-
Youtuberは、豪華機材と多彩な工
夫で多くの"魅せる"動画を提供され
ているプエルトリコ在住のホセ・ル
イス氏が運営するStuka Joeチャン
ネル（以下SJ）です。
　氏がチャンネルを解説したのは、
5年前の2013年6月です。氏のチャ
ンネルの動画には、開封モノからレ
ビュー、リプレイと一通りの揃って
いますが、その多くは丹念なゲーム
システムの紹介を交えたリプレイ動
画となっています。
　氏のチャンネル開設のコンセプト
が、ゲームの背景/歴史からコンポー
ネント、システムの魅力と共にこれ
らが実際にどうプレイされているか
を伝えたい、というものだからだそ
うです。
　その熱意もあってでしょうか、当
初はプレイの様子の引き/アップの
カットを繋いだ長尺の物が多かった

のですが、"魅せる"技術にも傾倒し
ていった氏の動画は徐々に、凝った
イントロが入ったり、スライダー導
入によるマップ上をスムーズにパン
するといった凝ったカメラワークの
実現……といったようにどんどんプ
ロクオリティになっていきます。
　氏のサービス精神は、こうして培
われたノウハウを視聴者に提供する
ことも惜しみません。
　撮影の裏方を紹介した動画は、こ
れから動画を始めようとしている方
に、非常に参考となると思われます。
　凝ったカメラワークながら、チャ
ンネル開設当初より撮影はずっと
iPhoneで行われているようで、ス
ライダー等凝った機材を導入してい
る割に撮影が携帯で行われていたこ
とには筆者も驚きました。
　また撮影用に諸々用意されている
自作マーカや、カウンターの改造

（所謂、ブロック/立体化等）につい

てもそのノウハウをまとめた動画を
公開する等、ウォーゲーム動画、と
いう以上に個人でこうした動画を制
作、発信する際のノウハウが数多く
詰め込まれている、という点で非常
に個性的かつ有益なチャンネルであ
るといえるでしょう。
　しかしながら、根底には元々のコ
ンセプトである視聴者目線を忘れて
いませんので、非常に見やすく、わ
かりやすいものとなっています。
　取り上げられるタイトルも、ヘク
スマップウォーゲームからポイント
トゥポイント、2プレイヤーゲーム
だけでなくソリティアやマルチ、ま
た古今のウォーゲームだけでなくホ
ラ ー 物 やThunder AlleyやSecret 
Weapons of the Third Reichやや
ノンウォーゲーム寄りな物まで、と
非常に幅広く、純粋にこれらのプレ
イ動画を観ているだけでも十分楽し
めるチャンネルとなっています。

ある意味、個人発信動画チャンネルの
究極の姿かも…
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だ
い
た
い
ど
ん
な
ゲ
ー
ム
で
も

最
低
こ
れ
だ
け
は
売
れ
る
と
い
う

数
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
ラ
イ
ン

を
ベ
ー
ス
に
仕
入
れ
る
の
で
す

が
、
時
々
予
想
が
外
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
良
い
意
味
で
外
れ
た
の
が
『
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク・サ
ブ
』（
Ｓ
＆
Ｔ
）。

い
や
だ
っ
て
ソ
リ
テ
ィ
ア
で
す

よ
、
そ
れ
も
潜
水
艦
の
。
し
か
も

太
平
洋
の
。
ボ
ッ
ク
ス
で
い
ろ
い

ろ
出
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、

何
と
か
リ
ー
ダ
ー
と
か
、
サ
イ
レ

ン
ト
何
と
か
と
か
。
仕
入
れ
て
も

仕
入
れ
て
も
追
い
つ
か
な
い
感
じ

で
、
ご
注
文
く
だ
さ
っ
た
方
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　
で
も
、
確
か
に
面
白
い
ゲ
ー
ム

で
は
あ
り
ま
し
た
。
日
本
軍
で
も

プ
レ
イ
で
き
る
の
が
い
い
で
す
ね

…
…
ド
ク
ト
リ
ン
が
ア
レ
な
の
で

辛
い
戦
い
が
待
っ
て
い
ま
す
が
。

　
逆
に
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い
売

れ
な
か
っ
た
ゲ
ー
ム
が
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の

最
新
フ
ォ
リ
オ
で
あ
る
『
ト
ゥ
パ

マ
ロ
』
と
『
ハ
ニ
ー･

ス
プ
リ
ン

グ
ス
の
戦
い
』
で
す
。
売
り
出
し

か
ら
１
カ
月
間
、
実
質
販
売
ゼ
ロ

第1回『トゥパマロ』

ウォーゲーム専門のネットショップを
始めて3年半。最初は自分のところ
とデシジョン・ゲームズの商品だけを
扱ってきましたが、次第に怪しい（？）
メーカーの商品もラインナップに加
えていきました。もちろん、自分で
遊ぶつもりのゲームだけを仕入れて
いますので面白そうだと思ったもの
ばかりですが、中にはあり得ないく
らい「売れない」商品もあるので
す。面白そうなのに!!　例えば、そ
う……
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と
い
う
異
常
事
態
！
　
厳
密
に
は
『
ハ
ニ
ー
』
は

１
冊
売
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
某
氏
が
お
情
け
で

買
っ
て
く
れ
た
か
ら
（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
）。
し
か
も
プ
レ
イ
ま
で
し
て
く
れ
て
、「
こ
の

ゲ
ー
ム
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
正
面
の
丘
に

南
軍
が
陣
取
っ
て
い
て
、
そ
の
両
翼
の
森
林
に
原

住
民
部
隊
が
潜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
、
北
軍
が
突

撃
を
か
け
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
し
か
し
南
軍

の
射
撃
が
不
調
と
い
う
ル
ー
ル
が
効
い
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
う
攻
め
る
、
ど
う
守
る
、
と
い
う
点

で
思
考
を
求
め
ら
れ
る
の
で
、『
戦
術
級
ゲ
ー
ム
』

の
要
点
は
押
さ
え
て
る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
ナ
イ
ス
な
感
想
ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宣
伝

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
も
っ
と
も
こ
れ
に

は
オ
チ
が
あ
り
ま
し
て
、「
結
局
『
南
北
戦
争
』

な
の
で
、
最
後
は
『
正
面
突
撃
』
し
か
で
き
ま
せ

ん
」
と
続
く
わ
け
で
す
が
（
オ
イ
！
）。

　
正
真
正
銘
、
１
カ
月
以
上
、
誰
に
も
見
向
き
も

さ
れ
な
か
っ
た
ゲ
ー
ム
が『
ト
ゥ
パ
マ
ロ
』で
す
。

２
０
０
１
年
に
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ト
レ
イ
ン
氏
が
自

費
出
版
し
た
Ｄ
Ｔ
Ｐ
ゲ
ー
ム
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
Ｏ

Ｓ
Ｓ
が
買
い
取
り
、
自
社
の
フ
ォ
リ
オ
・
シ
リ
ー

ズ
に
加
え
ま
し
た
。
ウ
ル
グ
ア
イ
の
内
戦
を
扱
っ

た
作
品
で
し
て
、
映
画
『
戒
厳
令
』（
72
年
仏
英

合
作
）
で
は
ト
ゥ
パ
マ
ロ
ス
が
起
こ
し
た
誘
拐
事

件
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ム
は
４
年
間
に
及
ぶ
ト
ゥ
パ
マ
ロ
と
政
府

の
戦
い
を
扱
っ
て
お
り
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ト
レ
イ

ン
氏
が
得
意
と
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
（
カ
ウ
ン
タ
ー
・

イ
ン
サ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
）
戦
。
両
陣
営
は
民
衆
の

支
持
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
と
い
う
値
で
表
さ
れ
る
）
を
集

め
る
た
め
に
様
々
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

ト
ゥ
パ
マ
ロ
な
ら
政
府
要
人
を
誘
拐
し
て
政
府
が

い
か
に
無
能
で
あ
る
か
を
白
日
の
下
に
さ
ら
す
、

政
府
側
は
警
察
や
軍
隊
を
使
っ
て
義
賊
を
気
取
る

ゲ
リ
ラ
を
捕
ま
え
る
、
な
ど
で
す
。

　
ゲ
ー
ム
は
ト
ゥ
パ
マ
ロ
と
政
府
と
の
小
競
り
合

い
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
危
機
レ
ベ
ル
が
上
昇
す

る
と
政
府
側
は
内
戦
を
宣
言
で
き
ま
す
。
内
戦
に

な
る
と
ア
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
変
動
す
る
Ｐ
Ｓ
Ｌ

が
大
き
く
な
る
た
め
、
一
気
に
決
着
が
つ
き
ま

す
。
史
実
の
よ
う
に
フ
ア
ン
・
マ
リ
ー
ア
・
ボ
ル

ダ
ベ
リ
ー
大
統
領
が
軍
隊
と
警
察
を
総
動
員
し
て

ト
ゥ
パ
マ
ロ
殲
滅
に
乗
り
出
す
の
か
、
そ
れ
と
も

そ
の
前
に
ト
ゥ
パ
マ
ロ
が
有
利
な
状
況
を
つ
く
り

出
す
の
か
…
…
正
直
、
日
本
人
に
は
馴
染
み
の
な

い
テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ゲ
ー
ム
と
し
て
は

面
白
く
で
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
後
で
販
売
し
た
ペ
ル
ー
の
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
ゲ
ー

ム
『
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
』
は
早
々
に
売
り
切

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
売
れ
る
／
売
れ
な
い
は
や

は
り
テ
ー
マ
の
知
名
度
で
決
ま
っ
て
し
ま
う
の
で

し
ょ
う
か
。

　
と
も
あ
れ
、『
チ
リ
'73
』
や
『
セ
ン
デ
ロ
・
ル

ミ
ノ
ソ
』
に
負
け
ず
『
ト
ゥ
パ
マ
ロ
』
も
好
ゲ
ー

ム
な
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

右: オリジナル版のパッケージ。こちらのほうが賑やかでよろしい？　中: マップ。モンテビデオを具体的に描いているのではなく、
大学や繁華街、政府省庁など影響力を行使する対象が抽象的に表されている。左: カウンターと記録トラック。Fire Teamはトゥ
パマロの戦闘隊、Infiltratorは侵入者を表す。政府側はRecruit、Line、Eliteの順番で練度の高さを表す。



極北戦線＆プロモカード
　『ミニミニ世界大戦』初回特典として、極北戦
線エキスパンション・マップとプロモーション・
カードがついてきます。以下はその使い方です。

極北戦線エキスパンション・マップ
　点線部分で切り抜いてゲームボードの中央に配
置してください。ゲーム開始時、中立国の陸軍1
個をフィンランドに配置します。
　戦略ステージ開始時、北極を支配していれば、
そのチームは戦略ステージ中に同盟国とカードを
1枚交換できます。例えば第1ラウンドに日本が
北極を支配したとしたら、第2ラウンドの戦略
ステージでドイツとカードを交換
できます。

プロモーション・カード
　追加された4枚のカードは「和平」イベント・
カードです。イギリスとソ連にはこのイベント・
カードはありません。ゲーム開始時に4枚のカー
ドをデッキに加えます。
　このカードを用いて「和平宣言」の技術開発を
行えます。和平宣言を開発することで、使用した
外交カードの得点に+1されます。
　作戦カードとして使用する時は、デッキ一番上
のカードをめくり、そのカードの作戦ポイントに
1を加えた値を作戦ポイントとして使用します。
　「和平」イベントとして使用できます（カード
の色が自国の色と合致した時のみイベントとして
使用できます）。和平を行うことで2点を得ます。
一度有効になった和平イベント・カードが除去さ
　れることはありません。

　　　極北戦線によって得点可能なエリアが広が
　　　　り、また同盟国でカード交換できるよう
　　　　　になることで、プレイの幅がぐっと広
　　　　　　がるでしょう!!

　　　　※『ミニミニ世界大戦』は「小さなウォーゲーム屋」
　　でも扱っております。ルールでご不明な点がありましたら、
petitslg@gmail.comまでお問い合わせください。


